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平成22年度広島県地域文化功労者表彰を受賞した広島県神楽競演大会実行委員会が主催する競演大会の模様（写真は昨年度優勝の横田神楽団（安芸高田市）［演目 吾妻山］） 

　
広
島
県
議
会
は
、
九
月
定
例
会
を
九
月

二
十
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
の
十
六
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
三
年
度

広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
広
島
県

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
円

高
・
デ
フ
レ
を
克
服
す
る
経
済
対
策
を
求
め

る
意
見
書
」
な
ど
の
十
九
議
案
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
九
月
二
十
九
日
に
設
置
し
た

決
算
特
別
委
員
会
で
閉
会
中
に
継
続
審
査
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
平
成
二
十
二
年
度
決

算
認
定
」
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
並
び
に
承
認
し
ま
し
た
。 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、
防
災
・
減
災
対
策

や
経
済
・
雇
用
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
産

業
・
観
光
振
興
、
教
育
の
充
実
、
中
山
間
地
域

対
策
な
ど
の
県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い

て
、
十
二
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
付

託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調

査
を
行
っ
た
ほ
か
、
定
例
会
初
日
に
は
、「
正

木
篤
議
員
の
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議
」
を

可
決
し
ま
し
た
。 

（平成23年9月20日～10月5日） ◆有罪判決を受けた正木篤議員に対する辞職勧告を決議＜「正木篤議員の辞職勧告に関する決議」の要旨＞ 
　正木篤議員は、平成23年9月15日、広島地方裁判所において、平成14年と平成16年に無免許運転で罰金
刑に処せられたにもかかわらず、継続的に運転をする中で犯行に及んだ、反復性の高い常習的な犯行であり、法
の遵守が強く求められる県議会議員の立場にありながら無免許運転を繰り返したことは強い非難を免れず、そ
の刑事責任は決して軽く見ることはできないとして、懲役8月、執行猶予3年という判決が言い渡された。 
　執行猶予が付いたとはいえ、求刑どおりの有罪判決が下りたことは極めて重大であり、広島県議会の名誉と
権威を傷つけ、県議会に対する県民の信頼を著しく失墜させるものであり、裁判で明らかとなった違反の事実、
その常習性、規範意識の欠如に鑑みると、県民の範として法令遵守が強く求められる県議会議員としての信頼
は著しく損なわれ、引き続き県議会議員の職を継続することは困難と言わざるを得ない。 
　よって、正木篤議員に対して、裁判の結果を厳粛に受け止め、自らの意思と責任により直ちに県議会議員の職
を辞することを強く勧告する。 

● 平成23年度補正予算 …… 
● 平成22年度決算… 
● 条例案…………………… 
● 人事案件………………… 
● その他の議案…… 
● 意見書案………………… 
● 決議案…………………… 

一般会計1件 
一般会計・特別会計１件、企業会計1件 
広島県税条例等の一部を改正する条例など6件 
広島県教育委員会委員の任命の同意について 
財産の取得についてなど4件 
円高・デフレを克服する経済対策を求める意見書など4件 
正木篤議員の辞職勧告に関する決議 

可決 

継続審査 

可決 

同意 

承認 可決 

可決 

可決 

●平成23年度広島県補正予算を可決 
東日本大震災に伴う被災者支援対策等
をはじめ、県民の安全・安心のための防災・
減災対策や、さらなる緊急経済・雇用対
策のほか、「ひろしま未来チャレンジビジ
ョン」を推進するための事業など、総額
107億4,100万円の補正予算を可決し
ました。 

●広島県税条例等の一部を改正する条例を可決 
個人県民税における寄附金税額控除の拡大や、不動産取得税の軽減措置に関する申請手続の整備などを行うた
めの条例改正案を可決しました。 

●財産の取得について可決 
防災ヘリコプターを新しい機体に更新するための議案を可決しました。 

主な事業内容 
■東日本大震災関係　21億5,400万円 
被災者支援、被災地の復興支援、県内経済への影響対策など 

■防災・減災対策　　 21億7,800万円 
防災上重要な公共土木施設等の整備、維持管理 

■緊急経済・雇用対策　1億8,300万円 
市町の雇用対策関連事業への支援など雇用機会の創出 

■「ひろしま未来チャレンジビジョン」の推進　8億8,500万円 
民間保育所整備への助成、観光地「ひろしまブランド」構築の推進、 
ひろしま地域医療連携情報ネットワーク（仮称）の整備、 
ひろしま平和発信コンサート構想の推進など 

9月30日開催 

 9月30日 各常任委員会 

10月　4日 決算特別委員会 

 9月21日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

 9月26日～29日 本会議　［一般質問など］ 

 9月20日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

10月　5日 
本会議　 
［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 
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紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

本会議では、9月26日から29日までの4日
間にわたって12人の議員が一般質問を行い、
防災・減災対策や経済・雇用対策、エネルギ
ー対策、産業・観光振興、教育の充実、中山間
地域対策などの県政が直面する様々な課題
について、県民の視点に立った論議を展開し
ました。 

用語 
解説 

用語 

解説 

か
ん
 

用語 
解説 

森林の公益的機
能を維持

するため、個人で
500円、

法人で均等割額
の5％相当

額を県民税に加
算する「ひ

ろしまの森づく
り県民税」

を財源として、人
工林の手

入れや里山林の
整備、県産

材の普及対策な
どに取り組

む事業。 

用語 
解説 

手話習得が困難
な聴覚障

害者への情報保
障手段の

一つとして、通常
の話し言

葉を要約したり
、略字など

を活用して、より
多くの内

容を文字化する
作業を行う

者。 

用語 
解説 

用語 

解説 

問 
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
が
重
要
で
あ
る
が
、
電
気

事
業
者
が
電
気
の
買
い
取
り
に
要
し
た

費
用
は
、
賦
課
金
と
し
て
国
民
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
普
及
促
進
し
て
い
く
た
め
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
 

答 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及

さ
せ
る
た
め
に
は
、
同
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
の
設
置
者
が
得
る
利
益
を

県
民
に
幅
広
く
還
元
で
き
る
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、有
識
者
等

で
構
成
す
る
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、

普
及
促
進
方
策
等
を
取
り
ま
と
め
る

な
ど
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

問 
尾
道
市
以
東
で
発
達
障
害
の
専

門
的
な
診
察
等
が
行
え
る
公
設

機
関
は
、
県
立
福
山
若
草
園
だ
け
で
あ
る
。

現
在
、
同
園
の
移
転
建
て
替
え
と
機
能
強

化
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
診
察
や
指

導
、
相
談
業
務
な
ど
、
発
達
障
害
児
や
保

護
者
に
対
す
る
支
援
体
制
を
ど
の
よ
う

に
し
て
充
実
さ
せ
る
の
か
伺
う
。 

発
達
障
害
児
と
 

保
護
者
に
対
す
る
支
援
 

答 
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
、医
療

体
制
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

療
育
に
関
す
る
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、

福
山
市
が
設
置
す
る
こ
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
と
相
互
連
携
を
図
る
な
ど
、

発
達
障
害
児
や
保
護
者
が
、安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
策
を
講
じ
る
。 

問 
知
事
は
「
で
き
る
だ
け
早
期
に
解

決
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
」と
発
言

さ
れ
て
い
る
が
、控
訴
提
起
か
ら
二
年
が

経
過
す
る
今
、こ
う
し
た
曖
昧
な
姿
勢
は

許
さ
れ
な
い
。
埋
立
・
架
橋
の
実
施
は
、県

と
福
山
市
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
り
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現
状
を
踏
ま

え
、直
ち
に
事
業
実
施
に
向
け
た
作
業
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。 

鞆
港
埋
立
･
架
橋
問
題
の
早
期
解
決
 

答 
現
在
、住
民
協
議
会
で
は
、諸
課

題
を
踏
ま
え
、バ
イ
パ
ス
の
機
能

や
景
観
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、住

民
視
点
で
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い

る
。本
質
的
な
話
し
合
い
の
中
で
、で
き

る
だ
け
早
期
に
解
決
の
方
向
性
を
見
出

し
、県
と
し
て
必
要
な
対
策
に
取
り
組
む
。 

問 
平
成
十
九
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
、

本
年
度
末
で
事
業
期
間
が
終
了

す
る
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
、
来
年
度
以
降
の
事
業
継
続
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。 

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
の
検
証
 

答 
外
部
有
識
者
等
で
構
成
す
る
事

業
評
価
委
員
会
に
お
い
て
検
証

が
行
わ
れ
、「
水
源
涵
養
や
山
地
保
全
な

ど
様
々
な
効
果
が
あ
り
、継
続
が
妥
当
」

と
の
報
告
書
案
が
作
成
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。県
と
し
て
は
、広
く
県
民
の
意

見
を
踏
ま
え
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
最

終
報
告
書
に
基
づ
き
、事
業
効
果
の
評
価

や
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

児玉　浩議員  
自民会議〈安芸高田市〉 

こ  だま　　ひろし 

山下真澄議員  
民主県政会〈福山市〉 

やま した ま  すみ 

問 
「
瀬
戸
内
　海
の
道
構
想
」
は
、
当

初
、
一
兆
円
構
想
の
響
き
が
県
民

の
心
を
捕
ら
え
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
者
も

い
る
。
知
事
就
任
か
ら
二
年
を
迎
え
、
事

業
成
果
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
県

民
が
経
済
成
長
を
実
感
で
き
る
事
業
を
、

打
ち
出
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

「
瀬
戸
内
 海
の
道
構
想
」の
今
後
の
展
開
 

答 
こ
の
構
想
は
、
経
済
波
及
効
果

を
含
め
一
兆
円
を
目
標
に
、
十

年
後
を
目
指
し
、中
長
期
的
に
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
。地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
、息
の
長
い
取
り
組
み
の
ほ

か
、新
た
な
ク
ル
ー
ズ
の
商
品
化
な
ど
、

集
客
力
が
見
込
ま
れ
、短
期
的
な
効
果

が
期
待
で
き
る
事
業
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
。 

問 
広
島
空
港
周
辺
地
域
は
、
広
島
・

備
後
両
都
市
圏
を
つ
な
ぎ
、
本
県

の
発
展
を
牽
引
す
る
重
要
な
地
域
で
あ

り
、
開
発
計
画
等
を
策
定
し
た
が
、
多
く

は
実
現
し
て
い
な
い
。
今
後
、
こ
れ
ら
の

施
策
の
再
構
築
を
図
り
、
一
元
的
に
対

応
す
る
体
制
を
整
備
し
、
活
性
化
対
策

を
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

広
島
空
港
周
辺
地
域
の
活
性
化
 

答 
臨
空
都
市
圏
は
、本
県
発
展
の
た

め
の
戦
略
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、

各
種
の
開
発
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、長
期
景
気
低
迷
で
未
利
用
地
の
活

用
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。引
き
続
き
、

地
元
自
治
体
・
周
辺
事
業
者
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、当
該
地
域
の
活

性
化
に
総
合
的
・
一
体
的
に
取
り
組
む
。 

松浦幸男議員  
自民会〈尾道市〉 

まつうら　さち お 

平成24年度中の供用開始を目指し、福山市が整備する施設で、主に就学前の子どもを対象に、発達障害の 
早期発見と 
早期支援を 
目的とする。 
 

平成4年に策定された「新広島

空港臨空都市圏プラン」におい

て、広島空港を核とした産業、

研究機能等の集積を図る地域。

同空港から20km圏内にある

現在の三原市、竹原市、東広島

市及び世羅町が対象。 

問 
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て

い
る
県
内
の
聴
覚
障
害
者
約
一

万
人
の
う
ち
約
八
割
は
手
話
の
習
得
が

困
難
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
化

に
伴
い
難
聴
者
も
確
実
に
増
え
て
い
く

こ
と
か
ら
、
要
約
筆
記
者
の
積
極
的
な
養

成
等
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
、
聴
覚

障
害
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。 

聴
覚
障
害
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
 

答 
国
が
実
施
す
る
要
約
筆
記
者
指

導
者
養
成
研
修
に
関
係
者
を
派

遣
す
る
な
ど
人
材
養
成
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。今
後
、手
話
や
要
約
筆

記
等
の
必
要
性
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

企
業
等
に
対
し
て
、障
害
者
の
雇
用
等
に

幅
広
く
取
り
組
む
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。 

問 
学
校
に
お
け
る
暴
力
行
為
の
増

加
、少
年
犯
罪
の
多
発
、ニ
ー
ト
や

引
き
こ
も
り
の
問
題
な
ど
、青
少
年
の
様
々

な
問
題
の
解
決
に
は
、
社
会
全
体
と
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
青
少
年
の
健
全

育
成
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、
県
全
体
と

し
て
施
策
体
系
を
整
理
し
、
一
元
的
な
推

進
体
制
を
整
備
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。 

青
少
年
の
健
全
育
成
 

答 
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法

に
基
づ
く「
子
ど
も
・
若
者
計
画
」

の
策
定
や
施
策
の
推
進
に
当
た
り
、関

係
部
局
で
構
成
す
る
連
絡
会
議
を
設
置

し
た
。知
事
部
局
、教
育
委
員
会
、警
察

本
部
が
一
体
と
な
っ
て
、総
合
的
・
計
画

的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組
む
。 

問 
近
年
の
子
ど
も
の
規
範
意
識
の

低
下
は
、
親
自
身
の
規
範
意
識
の

希
薄
さ
や
道
徳
性
の
欠
如
に
よ
る
教
育

力
の
低
下
が
、
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

教
育
力
の
向
上
に
向
け
て
、
親
の
再
教

育
や
意
識
改
革
を
き
め
細
か
く
支
援
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

親
の
教
育
力
の
向
上
 

答 
小
中
学
校
に
お
け
る
道
徳
の
時

間
の
教
材「
心
の
ノ
ー
ト
」を
家

庭
に
お
い
て
も
活
用
し
、社
会
の
ル
ー
ル

等
に
つ
い
て
、親
子
が
一
緒
に
考
え
る
取

り
組
み
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。ま

た
、多
く
の
保
護
者
が
家
庭
教
育
に
関
す

る
学
習
に
参
加
で
き
る
よ
う
、様
々
な
場

所
で
の
講
座
の
開
設
な
ど
に
取
り
組
む
。 

問 
東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
以
上

が
経
ち
、
各
地
で
防
災
計
画
の
見

直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
防
災
対
策

や
そ
の
計
画
を
進
め
る
上
で
、
防
災
関

連
の
様
々
な
会
議
へ
の
女
性
の
参
画
を

進
め
る
な
ど
、
防
災
計
画
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
視
点
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

女
性
に
配
慮
し
た
防
災
対
策
に
つ
い
て
 

答 
本
県
の
防
災
対
策
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、県
民
、事
業
者
、自

主
防
災
組
織
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
ほ
か
、

女
性
の
視
点
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
等
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
市
町
に
も
同
様
の
視
点

で
対
策
を
行
う
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。 

日下美香議員  
公明党〈広島市中区〉 

くさ か み   か 

宮崎康則議員  
自民会議〈広島市佐伯区〉 

みやざき やすのり 

問 
大
規
模
災
害
発
生
時
に
重
要
と

な
る
機
能
が
、
警
察
、
消
防
、
自

衛
隊
で
あ
る
。
大
規
模
災
害
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
警
察
と
同
様
に
消
防
機

能
も
県
で
一
元
化
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

消
防
機
能
の
一
元
化
 

答 
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
消
防
機
能

の
広
域
化
を
計
画
し
て
い
る
が
、

市
町
の
利
害
が
一
致
せ
ず
進
ん
で
い

な
い
。県
と
し
て
は
、広
域
化
を
目
指
し

て
お
り
、市
町
が
各
自
の
責
任
を
果
た

さ
ず
、全
て
県
に
依
存
す
る
姿
勢
は
望

ま
し
く
な
く
、や
ら
な
い
方
が
得
で
あ

る
な
ど
と
い
っ
た
、フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

問 
介
護
、
国
民
健
康
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
各
保
険
は
、
本
来
、
国
の

仕
事
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
の
制
度
で

は
、
同
一
負
担
で
同
一
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
国
の
動
き
が
な

い
中
、
三
つ
の
制
度
を
県
が
一
括
し
て
合

理
的
に
運
営
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

介
護
保
険
・
医
療
保
険
制
度
の
 

一
体
運
営
 

答 
国
が
制
度
の
枠
組
み
を
つ
く
り
、

住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
は
市

町
が
行
い
、県
は
市
町
の
指
導
等
を
行

っ
て
い
る
。こ
の
枠
組
み
を
大
前
提
と

し
、各
々
の
責
任
の
中
で
、徴
収
、予
防
、

財
政
運
営
等
の
役
割
分
担
を
整
理
し

た
上
で
、
国
・
県
・
市
町
の
役
割
に
つ

い
て
、県
と
し
て
積
極
的
に
意
見
を
述

べ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。 

井原　修議員  
自民党広志会〈東広島市〉 

い  はら　   おさむ 

社会生活を円滑に営む上で困難を有する子ども・若者をはじめ、全ての子どもや若者の健やかな成長への支援施策を総合的に推進するため、新たに 制定され、平成 
22年4月に 
施行された。 

平成18年に市町村の消防の広

域化を積極的に推進していくた

め消防組織法が改正され、本県

では、平成20年に「広島県消防

広域化推進計 

画」を策定し、 

広域化を進め 

ている。 

い
だ
 

け
ん
 

た
 



用語 

解説 

用語 
解説 

土砂の適正な処理
を推進し、

県民の生活の安
全を確保

するため、一定規
模（2,000

㎡）以上の土砂埋
立行為の

許可等の規制を定
めた条例。 

用語 
解説 

「瀬戸内 海の道構
想」の戦略

テーマの一つで、県
内に加え、

愛媛県、山口県の瀬
戸内沿岸、

島しょ地域をエリ
アとして、

サイクリングロー
ドのネット

ワーク化を図るも
の。 

用語 
解説 

用語 
解説 

災害対策基本法に基づき設置される会議。国に設置される中央防災会議と都道府県及び市町村に設置される地方防災会議がある。地方防災会議は、当該地域の防災計画の策定や、情報収集、 
災害応急対応に 
係る機関の調 
整を行う。 

用語 

解説 

中山間地域の振興に関する基本理念

を定め、県の責務及び県民の役割等

を明らかにするとともに、中山間地

域の振興に関する施策の基本となる

事項を定める条例。中国地方5県では、

広島県を除く4県が 

制定している。 
 

問 
県
内
に
拠
点
を
置
く
企
業
が
、
県

外
・
国
外
移
転
を
行
っ
た
場
合
、

県
内
経
済
や
雇
用
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
こ
の
状
況
を
、
県
と

し
て
座
し
て
見
過
ご
す
の
で
は
な
く
、

超
円
高
が
収
束
す
る
ま
で
の
間
だ
け
で

も
、
積
極
的
に
行
動
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。 

企
業
の
県
外
・
国
外
移
転
へ
の
対
応
 

答 
企
業
立
地
促
進
助
成
制
度
の
見

直
し
等
に
よ
り
、県
外
へ
の
流
出

防
止
を
図
っ
て
い
る
が
、国
の
動
向
も
踏

ま
え
な
が
ら
効
果
的
な
対
応
策
を
検
討

す
る
。ま
た
、国
や
市
町
と
も
十
分
に
連

携
し
、雇
用
の
維
持
・
確
保
に
迅
速
か
つ

適
切
に
対
応
す
る
。企
業
で
一
度
に
大
量

の
雇
用
が
喪
失
さ
れ
た
場
合
、県
内
へ
の

影
響
が
大
き
い
た
め
、個
別
に
相
談
窓
口

等
を
設
け
る
な
ど
の
対
応
を
考
え
る
。 

問 
東
日
本
大
震
災
で
地
域
全
体
が

機
能
不
全
と
な
っ
た
状
況
を
見
る

と
、現
在
の
防
災
会
議
を
機
能
強
化
し
、

広
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
経
済
団

体
や
労
働
団
体
等
、
多
様
な
主
体
の
参
画

に
よ
る
連
絡
協
議
会
や
、
中
国
地
方
五
県

に
よ
る
防
災
会
議
な
ど
の
設
置
に
向
け
、

本
県
が
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

防
災
会
議
の
機
能
強
化
等
 

答 
被
害
の
最
小
化
に
は
、県
民
や
事

業
者
等
の
相
互
の
連
携
強
化
が

必
要
で
あ
り
、多
様
な
主
体
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策
の
充
実
・
強

化
に
努
め
る
。ま
た
、大
規
模
広
域
災
害

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、中
国
地
方
知
事

会
で
、人
的
・
物
的
支
援
等
の
検
討
を
行

い
、広
域
的
な
連
携
体
制
を
構
築
す
る
。 

問 
日
本
災
害
情
報
学
会
の
資
料
に

よ
る
と
、「
植
林
後
、
五
年
か
ら

二
十
年
は
斜
面
が
崩
れ
や
す
い
時
期
で

あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
の

森
林
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
箇
所
が
あ

る
の
か
。
ま
た
、森
林
の
調
査
や
点
検
を

行
い
、
今
後
の
災
害
予
防
に
つ
な
げ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

森
林
の
現
状
と
災
害
予
防
 

答 
調
査
の
結
果
、対
象
面
積
五
十
六

万
ha
の
四
％
に
当
た
る
約
二
万
ha

が
該
当
し
て
い
る
。ま
た
、現
在
、ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
事
業
に
よ
り
保
育
間
伐

に
取
り
組
む
な
ど
、森
林
の
公
益
的
機

能
の
維
持
・
増
進
に
努
め
て
い
る
。 

問 
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
、
二
千
㎡
未

満
の
土
砂
埋
立
行
為
に
つ
い
て
も

規
制
で
き
る
よ
う
広
島
県
土
砂
の
適
正
処

理
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
埋
立
地
の
傾
斜
角
度

や
土
砂
の
量
も
考
慮
し
た
基
準
の
適
用
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

小
規
模
埋
立
地
等
に
対
す
る
規
制
強
化
 

答 
現
行
条
例
の
面
積
規
制
は
全
国

で
最
も
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
各
市
町

が
必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
が
可
能

で
あ
る
た
め
、現
行
条
例
の
適
正
な
運

用
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。 

　木昭夫議員  
自民会議〈東広島市〉 

たか  き  　あき  お 

桑木良典議員  
民主県政会〈三原市・世羅郡〉 

くわ き   よし のり 

問 
若
者
が
定
住
す
る
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
、
中
山
間
地
域
が
抱

え
る
諸
課
題
を
解
決
す
る
上
で
、
最
も
重

要
で
あ
る
。
中
山
間
地
域
を
支
え
て
い
く

若
者
の
力
を
ど
う
考
え
、
若
者
を
中
山
間

地
域
に
定
住
さ
せ
る
た
め
の
施
策
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。 

中
山
間
地
域
の
若
者
の
定
住
促
進
策
等
 

答 
地
域
に
定
着
す
る
若
い
力
が
、中

山
間
地
域
の
中
核
的
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。産
業

基
盤
の
確
立
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
町
と
の
連
携
に
よ
り
、子
育
て
、医
療

な
ど
定
住
環
境
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

中
山
間
地
域
に
若
者
が
希
望
を
持
っ
て

定
住
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

問 
中
山
間
地
域
対
策
基
本
条
例
の

制
定
を
、
こ
れ
ま
で
強
く
提
唱
し

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
知
事
は
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
方
針
等
に
よ
る
具
体
的

な
対
策
を
促
進
す
る
こ
と
が
優
先
で
あ

る
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
条
例
を
制

定
す
る
気
持
ち
は
な
い
の
か
。
条
例
制

定
に
対
す
る
知
事
の
本
心
を
伺
う
。 

中
山
間
地
域
対
策
基
本
条
例
の
制
定
 

答 
中
山
間
地
域
の
将
来
像
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
る
こ
と
が
、条
例
制
定
の
趣
旨
に

沿
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。新
た
な
経
済

成
長
を
県
全
体
で
実
現
し
、そ
し
て
、中

山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
地
域
構
造
へ

の
転
換
に
向
け
て
、実
効
性
の
あ
る
対
策

を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
、極
め
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

小林秀矩議員  
良政会〈庄原市〉 

こ ばやし ひで のり 

問 
瀬
戸
内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
充
実
に
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
広
島
空
港
と
県
立
中
央
森
林
公
園

を
組
み
込
み
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
目
的
の
観

光
客
等
の
回
遊
性
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
空
港
か
ら
三
原
を
経
由
し
、

瀬
戸
内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
へ
つ
な

が
る
観
光
ル
ー
ト
を
開
発
し
て
は
ど
う
か
。 

観
光
ル
ー
ト
の
開
発
 

答 
「
瀬
戸
内
海
の
道
構
想
」で
は
、

瀬
戸
内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
戦
略
テ
ー
マ
の
一
つ
に
位
置
づ
け
、

瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。今
後
、愛
好
者
か
ら
人
気
の
高
い

県
立
中
央
森
林
公
園
等
、県
内
の
特
色

あ
る
様
々
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
検
討
す
る
。 

問 
広
島
市
東
部
地
域
の
交
通
の
利

便
性
向
上
等
を
図
る
「
広
島
市

東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
」
は
、
平

成
三
十
四
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し

て
進
行
中
で
あ
る
が
、
そ
の
早
期
完
成

を
求
め
る
地
域
住
民
の
声
は
大
き
い
。

Ｊ
Ｒ
へ
の
詳
細
設
計
の
委
託
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
全
体
の
完
成
時

期
に
影
響
す
る
事
案
は
な
い
か
伺
う
。 

広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
 

答 
Ｊ
Ｒ
へ
の
設
計
委
託
は
、様
々
な

コ
ス
ト
縮
減
策
に
つ
い
て
一
定

の
整
理
が
つ
い
た
段
階
で
行
い
た
い
。引

き
続
き
広
島
市
と
連
携
し
な
が
ら
、全
線

の
用
地
買
収
の
早
期
完
了
と
必
要
な
事

業
費
の
確
保
に
取
り
組
み
、完
成
時
期
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る
。 

問 
県
証
紙
に
よ
る
手
数
料
納
付
は
、

県
民
の
利
便
性
を
欠
い
て
い
る
こ

と
や
売
り
さ
ば
き
手
数
料
等
の
膨
大
な

コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
早
急

に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
一
昨
年
の
事
業

仕
分
け
で
不
要
と
判
定
さ
れ
、
本
年
度
に

結
論
を
持
ち
越
さ
れ
た
証
紙
取
扱
事
務

費
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

証
紙
取
扱
事
務
費
の
見
直
し
 

答 
証
紙
を
廃
止
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
が
、調
整
事
項
が
多
く

時
間
を
要
し
て
い
る
。引
き
続
き
、調
整

に
努
め
る
と
と
も
に
、申
請
の
受
付
事

務
を
移
譲
し
て
い
る
市
町
等
と
も
協
議

し
、課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、安
全
か
つ

効
率
的
で
、県
民
の
利
便
性
に
配
慮
し

た
手
数
料
徴
収
方
法
に
見
直
し
て
い
く
。 

問 
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
は
、
お
盆
の

渋
滞
等
で
運
休
が
相
次
い
だ
が
、

今
の
対
策
で
は
抜
本
的
な
解
決
に
は
つ

な
が
ら
ず
、
軌
道
系
ア
ク
セ
ス
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
採
算
上
必
要
な
旅
客
数
の

確
保
を
図
る
と
い
う
が
、
そ
の
旅
客
数
を

達
成
す
る
つ
も
り
が
あ
る
の
な
ら
、
今
す

ぐ
整
備
に
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

広
島
空
港
軌
道
系
ア
ク
セ
ス
の
整
備
 

答 
空
港
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向
上
は
、

広
島
空
港
の
発
展
に
不
可
欠
で
、

定
時
性
確
保
の
観
点
か
ら
軌
道
系
ア
ク

セ
ス
は
、有
効
な
手
段
で
あ
る
。引
き
続

き
こ
れ
を
検
討
課
題
と
捉
え
、ま
ず
は
、

県
経
済
の
活
性
化
や
観
光
振
興
に
よ
る

新
た
な
需
要
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
よ

り
、広
島
空
港
の
旅
客
数
の
増
加
を
図
る
。 

天満祥典議員  
自民会議〈三原市・世羅郡〉 

てん  ま  よし のり 

岩下智伸議員  
民主県政会〈安芸郡〉 

いわした　ともゆき 

問 
防
災
の
基
本
は
、
自
分
の
生
命
や
財

産
は
自
分
で
守
る
こ
と
で
あ
る
と

思
う
。
想
定
外
の
こ
と
ま
で
行
政
が
考
慮

し
て
、
防
災
体
制
を
整
備
す
べ
き
と
い
う

意
見
も
あ
る
が
、
防
災
対
策
の
検
討
に
当

た
り
、
個
人
と
行
政
の
責
任
の
あ
り
方
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。 

個
人
と
行
政
の
責
任
の
あ
り
方
 

答 
防
災
・
減
災
に
は
、
自
ら
の
身

は
自
ら
守
る
「
自
助
」、
住
民
が

助
け
合
い
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る「
共

助
」、自
治
体
が
住
民
の
生
命
、財
産
を

守
る「
公
助
」が
不
可
欠
で
あ
る
。県
民
、

事
業
者
、自
治
体
が
そ
の
役
割
と
責
務

の
も
と
、地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
協
働
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
。 

問 
多
く
の
市
町
が
従
来
の
教
科
書

の
採
択
を
行
う
中
、
呉
市
、
尾
道

市
は
、
自
国
を
愛
し
、
国
際
理
解
と
国
際

協
力
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
を
高

め
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
教
科
書
を
新

た
に
採
択
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
教
育
基

本
法
の
趣
旨
・
目
的
に
適
う
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員
会
で
は
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。 

教
科
書
の
採
択
 

答 
改
正
教
育
基
本
法
が
示
す
教
育

理
念
等
に
の
っ
と
り
、
児
童
・

生
徒
に
最
適
な
教
科
書
を
採
択
す
る

と
の
基
本
方
針
を
定
め
、市
町
の
教
育

委
員
会
を
指
導
し
て
き
た
。
呉
市
、
尾

道
市
も
、
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

市
教
育
委
員
会
の
権
限
と
責
任
で
、適

正
か
つ
公
正
に
採
択
さ
れ
た
と
受
け

止
め
て
い
る
。 

高山博州議員  
自民会議〈尾道市〉 

たか やま　ひろ くに 

自動車運転免許更新やパスポートの交付等の申請時に、現金に代えて収入証紙により手数料を納付する事務（約900種別）に要する経費。収入証紙の印刷経費と売りさばき人に 対する販売手 
数料がある。 

公立学校で使用される教科書は、

その学校を設置する市町村や

都道府県の教育委員会に採択

権限がある。義務教育諸学校用

教科書は、通常、4年間同一の

教科書を採択することとされて

いる。 

と
ら
 

か
な
 



http://www.pref.hiroshima.lg.jp/gikai/ホームページ 

…「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。 

…本会議と委員会の会議録が登録されています。 

…本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付まで 
お越しください。 
● 受付／午前9時～　　● 先着順に50名まで 

本会議等の行事のない日は、本会議場の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時（土・日、祝日等を除く） 

委員会の審議状況が、議会棟1階のモニターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ ● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 

視覚障害者の方へ「点字版」と「音声版（テープ版・デイジー版）」を発行 
しています。ご希望の方は県議会事務局政策調査課までご連絡ください。 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、ホームページでお知らせします。 

10月5日議決 

県民福祉の向上のため、国会や関係
省庁等に提出し、その実現を図るよう
要望しました。 

●
地
方
財
政
の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書
 

平
成
二
十
四
年
度
地
方
財
政
計
画
･
地
方
交
付
税
総
額
の
確
保
な
ど
、地
方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

●
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
 

経
営
環
境
の
悪
化
に
伴
い
、
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
農
林
水
産
業
や
港
湾
運
送
業
、
鉱
物
採
掘

業
な
ど
に
つ
い
て
、
免
税
軽
油
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

●
円
高
・
デ
フ
レ
を
克
服
す
る
経
済
対
策
を
求
め
る
意
見
書
 

景
気
対
策
、
防
災
対
策
の
た
め
に
必
要
な
補
正
予
算
を
早
急
に
編
成
･
執
行
す
る
こ
と
及
び
円
高
の
影
響
を

直
接
受
け
る
輸
出
産
業
へ
の
支
援
策
を
打
ち
出
す
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

私
学
助
成
制
度
に
係
る
国
庫
補
助
制
度
の
堅
持
並
び
に
財
源
措
置
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
 

　広島県議会では、議会改革推進委員会のワーキンググループとして、
「議会基本条例推進部会」を設置し、広島県議会基本条例を推進して
いくための具体的な事項について、
調査・検討を行っています。 
【主な検討項目】 

　・議会の役割と機能に関する事項 

　・知事等との関係に関する事項 

　・県民との関係に関する事項 など 

【議会基本条例推進部会】 

部会長　宇田　　伸　　委　員　野村　常雄　　委　員　河井　案里 

委　員　緒方　直之　　委　員　　橋　雅洋　　委　員　安木　和男 

委　員　松岡　宏道　　委　員　蒲原　敏博 

　12都道府県議会議長会議が、7月25日に広島市内で開催されました。 
　会議では、本県議会の林議長が座長を務め、議会機能の充実・強化及び議会活性化に
向けた取り組みについて意見交換を行いました。 
　本県からは、昨年12月に制定した「広島県議会基本条例」の紹介や、議会の政策立案
機能の向上を図る政策条例検討委員会の活動状況のほか、昨年6月に試行的に導入した
本会議における一問一答方式の実施状況等を報告しました。 
　また、このほかにも、東日本大震災に関して、震災対策や、防災体制の広域連携の取り
組みなどについて、情報交換を行いました。 

　9月29日に、17人の委員で構成される決算特別委員会を設置しました。 
　平成22年度決算について、9月定例会閉会後、約2カ月間審査を行い、12月定例会で審
査結果が報告され、議決されます。 

委  員  長 松 岡 宏 道  
委　　員 窪 田 泰 久  
委　　員 　 木 昭 夫  

委　　員 緒 方 直 之  

委　　員 岡 　 哲 夫  
委　　員 平 田 修 己  

副委員長 安 木 和 男  
委　　員 福 知 基 弘  
委　　員 野 村 常 雄  

委　　員 　 橋 雅 洋  

委　　員 田 辺 直 史  
委　　員 蒲 原 敏 博  

副委員長 金 口 　 巖  
委　　員 井 原 　 修  
委　　員 沖 井 　 純  

委　　員 冨 永 健 三  

委　　員 松 浦 幸 男  

12都道府県議会議長会 
北海道、埼玉、千葉、東京、
神奈川、静岡、愛知、京都、
大阪、兵庫、広島、福岡の
各都道府県議会正副議長
で構成 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決
並
び
に
承
認
（
全
会
一
致
） 

●
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
職
員
を
派
遣

し
、
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
復
興

に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

支
援
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
中
山
間
地
域
で
は
、
地
域
産
業
の
衰
退
が

続
い
て
お
り
、
関
係
局
が
連
携
し
、
活
性

化
対
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
広
島
西
飛
行
場
跡
地
は
、
本
県
の
発
展
に

と
っ
て
重
要
な
土
地
で
あ
り
、
広
島
市
と

緊
密
に
連
携
し
て
利
活
用
策
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
所
有
者
と
し
て
主
体
的
に
関

与
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈総
合
特
区
構
想
が
地
域
に
も
た
ら

す
効
果
な
ど
 

9月30日開催開催 9月30日開催 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
た
め
池
を
は
じ
め
、
県
民
の
安
全
・
安
心

に
係
る
農
林
水
産
関
係
施
設
の
整
備
は
、

市
町
の
要
望
把
握
や
予
算
確
保
に
努
め
る

な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

●
東
北
産
農
産
物
等
緊
急
支
援
事
業
は
、
現

地
の
情
報
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
観

光
Ｐ
Ｒ
も
含
め
、
県
民
へ
的
確
に
情
報
を

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
に
係

る
間
伐
材
等
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
は
、

効
率
的
な
生
産
体
制
を
構
築
す
る
中
で
、

十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈鳥
獣
被
害
対
策
の
適
切
な
事
業
執

行
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
地
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て
、
法

改
正
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
て
策
定
し
、

本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
総
合
的
・
計
画

的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
大
学
連
携
に
よ
る
新
た
な
人
づ
く
り
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
優
秀
な
人
材
の
県
内

定
着
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
 

●
県
内
大
学
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、
社
会

人
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も

に
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
促
進
す
る
方

策
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈教
科
書
採
択
の
プ
ロ
セ
ス
の
透
明

性
の
確
保
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

主
な
質
疑
事
項
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
「
ひ
ろ
し
ま
平
和
発
信
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、

多
く
の
人
々
が
参
加
し
、
共
感
で
き
る
よ

う
、
市
町
の
理
解
と
参
画
を
得
な
が
ら
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●「
感
染
症
・
疾
病
管
理
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備

に
当
た
っ
て
は
、
県
民
や
医
療
機
関
に
迅

速
か
つ
正
確
な
指
示
が
で
き
る
体
制
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
新
地
域
医
療
再
生
計
画
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
中
山
間
地
域
の
住
民
の
生
の
声
を

聴
い
た
上
で
、
具
体
的
方
策
に
反
映
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
早
期
の
事

業
執
行
の
ほ
か
、
建
設
業
者
の
受
注
機
会

の
確
保
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必
要
な

事
業
量
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
公
共
事
業
で
依
然
と
し
て
低
価
格
の
応
札

が
発
生
し
て
お
り
、
工
事
品
質
の
低
下
等

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
適
正
な
入
札
契
約

制
度
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
建
設
業
新
分
野
進
出
支
援
事
業
の
効
果
を

検
証
し
、
真
に
、
事
業
者
が
有
効
活
用
で

き
る
事
業
と
な
る
よ
う
採
択
要
件
等
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
お
け
る

事
業
の
進
め
方
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
医
療
関
連
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
に
は
、

短
期
ス
パ
ン
の
目
標
設
定
の
ほ
か
、
専
門

ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
参
加
企
業
に
的
確
な

助
言
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

●
中
国
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
拡
大
は
、
上
海

事
務
所
の
機
能
強
化
等
に
よ
り
、
的
確
な

企
業
支
援
を
行
う
な
ど
、
県
内
経
済
の
発

展
に
と
っ
て
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
観
光
施
策
に
つ
い
て
、
過
去
の
施
策
の
検

証
を
十
分
に
行
い
、
効
果
が
継
続
す
る
取

り
組
み
と
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
型
犯
罪
情
報
シ
ス
テ

ム
の
周
知
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

主
な
質
疑
事
項
 

主
な
質
疑
事
項
 

総

務

委

員

会

 

総

務

委

員

会

 
農
林
水
産
委
員
会
 

農
林
水
産
委
員
会
 

建

設

委

員

会

 

建

設

委

員

会

 
文

教

委

員

会

 

文

教

委

員

会

 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 


